
生活支援団体による

移動支援の取り組み

地域における移動サービスの創出・展開（広島県）
徳島県那賀町実践報告 2022/11/4

那賀町社会福祉協議会 第１層生活支援コーディネーター 亀井 伸幸
生活支援団体「鷲敷西部おたすけ隊」代表 青木 紀男

大阪出身(那賀町移住 ７年目)

福祉職 16年目（SC 6年目）

THE やや若者・バカ者・よそ者

photo@ kitade keiichi

鷲敷西部地区出身

行政OB / 地域団体 3年目



徳島県 ２４市町村（８市１５町１村）

那賀町の面積は694.86km²（東西距離 80㎞）
徳島県の総面積の約17％を占めています。



平成１７年に５つの町村が合併し那賀町が誕生

標高1,000メートル以
上の山々に囲まれ、
95％が森林、居住面
積５％の中山間地域

平地に乏しく集落は点在しており、
川沿いの狭い段丘が多い。

村

村 町

町
町
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那賀町の概要 （令和４年５月末現在）

人口：７５７４人

65歳以上
3900人 51.49％

うち75歳以上
2303人 30.40％

要支援要介護認定者
883人 11.65％

18歳以下
772人 10.19％

平成31年度の年間免許返納者数は68件前後を確認
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●把握している移動ニーズの実態

・タクシー会社５社（鷲敷１・相生２・上那賀１・木頭１）
・那賀町のタクシー券助成事業がある
・徳島バス（南部バス）路線あり。木沢地区や国道以外（那賀川の支流にある集落に
は路線がないまたはデマンド運行の集落が存在する。

・福祉タクシー２社（うち１社は協議体メンバーが創出）
・交通空白地有償輸送「木沢ボランティアタクシー」１団体（事務局社協）

・上記公共交通を利用している人は、町内の医療機関や町外の病院と買い物の利用。
つどいの場や町内の買い物のみでの利用実態は少なく、家族支援や隣近所の助けあ
いでの移動がメイン。

・つどいの場に公共交通や福祉タクシーを利用している話は聞かない。タクシーの台
数が少ないこと、移動圏域が広いため、タクシーを利用したくても利用できないと
の話も多く聞かれ、予約の争奪戦になることもある。

・隣近所の知人などに１～２万円謝礼として支払って通院しているケースも聞かれる。
年金生活の高齢者にとって経済的負担となっている。

・買い物ができるスーパーや商店が少なく、自宅から遠い住民がほとんどなので、多
くの移動弱者が存在している。平成31年度の年間免許返納者数は68件前後を確認。

・今後住民が安心して在宅生活を続けるためには家族支援や公共交通だけに頼らない
地域の移送支援のしくみの創出が必要



企画
会議

商工会

防災課

まちひと
しごと
戦略課

警察署

役場
各支所

保健
センター

介護サービス
事業所

地域包括
支援センター

徳島大学

徳島県

➩生活支援体制整備事業戦略会議
（Ｈ２9年1月～）

➩亀井が新任で生活支援コーディネーターに！
（Ｈ２9年4月～） わたしが生活支援コーディネーターです！

宜しくお願いします！

保健医療
福祉課

社会福祉
協議会

➩社協宮崎が兼任で生活支援
コーディネーターに！

（Ｈ30年4月～２名体制）



協議体３つのテーマ決定！

1.居場所・つどいの場の拡充支援

2.暮らしのちょっとした困りごと
解決のしくみづくり

3.買い物支援や地域の
移動手段のしくみづくり

居場所
つどいの場

移動
買い物

支援しくみ
づくり

暮らしの
困りごと
解決しくみ
づくり

「那賀町元気な地域づくりネットワーク会」は
町全域の３つ共通課題を住民主体で考え、支えあいの輪を広げます！

高
齢
者
等

フレ
イル
予防

生き
がい

ふる
さと
継承

地域
活性

社会
参加
孤立
予防

防犯
防災

多世代
交流

支えあいの輪を広げ
まちの好循環へ！

高
齢
者
等

家事支援一体型の

車両を使用した生活支援

加算方式

加算方式



企画
活動

SC

住
民

住
民

第一層協議体の発足
「那賀町元気な地域づくりネットワーク会」

これからは

徳島大学徳島県

商工会

防災課社会福祉
協議会

まちひとしごと
戦略課

警察署

役場
各支所

保健
センター

介護サービス
事業所

保健医療
福祉課

地域包括
支援センター

観光課

なんやかんや
１年かけて



大切にしている伝え方
生活支援体制整備事業/SC/協議体とは

生活支援体制整備事業
「いつまでも ふるさとで すこやかに」を合言葉に、現代の制度も活
用しながら、古き良きお互い様精神や助けあい文化の復興と捉え、
自分たちの地域は自分たちで良くしようという住民主体の地域づく
り活動。

生活支援コーディネーター
住民、行政、民間など他団体、多職種と連携を図り、地域にちりば
められた、地域づくりのパーツをつないで「支えあいのしくみ」の
構築を目指す、つなぐ専門職です。「お節介」と「安請け合い」で
元気な地域づくりをめちゃくちゃ応援します。

協議体「那賀町元気な地域づくりネットワーク」
地域の「困ったなぁ」のつぶやきを拾いあげ、各生活支援コーディ
ネーターと共に生活支援のしくみ構築して住民の活躍推進や元気な
地域づくり一緒に考えるチーム。また、同じ立場の住民へ「輝きの
バトン」を繋いだり、「支えあいの輪」を拡げる同志の集まり。



那賀町 地域の課題/住民協議体の取り組み

地域課題 生活支援のしくみ化 買い物支援 移動支援 つどいの場

H29年度

H30年
度

R1年度

R2年度

R3年度
～R8年度

生活支援体制整備事業戦略会議→支えあいフォーラム→勉強会→協議体準備会

１層協議体「ご近助おたすき隊」結成 （取り組み４テーマ決定・ナカまつり参戦<PR・絆づくり>）
旧５カ町村にて２層住民協議体（地域間の話しあいの場）を推進
１層移動、買い物に関する施策検討 ・ ２～３層地域に応じて４テーマの活動を創出
※R1年度「元気な地域づくりネットワーク連絡会」に名称変更

効果/目的
住民活躍推進・いきがいづくり・お互い様助けあい精神の復興・世代/地域間交流・多種多様な連携
人間関係やコミュニティの維持・移動買い物の選択肢の充実・介護予防・介護保険料の抑制・防災

まちの理想像 『いつまでもふるさとですこやかに暮らせる優しい福祉と健康長寿のまち』

高齢化率
51.49％

要介護者 883名
18歳以下 772名

人口
7574人

第１号保険料基準額 7083円 県下No.2

R4年～8年度（５か年計画）
・那賀町地域福祉計画策定（行政）
・那賀町地域福祉活動計画策定（住民） 計画連動

R3年度
・那賀町地域福祉活動計画策定
（旧町村単位で策定検討会設置）

日常生活総合事業訪問B型『ご近助サポーター事業』開始

『木沢おたすけ隊』設立（木沢全域対象の生活支援有償ボラ）

『鷲敷西部サポート結』設立（西部地区対象の生活支援互助組織・マイカー移送）

ご近助サポーター及び
生活支援の担い手養成研修

『鷲敷西部及び延野コミュニティ推進協議会』地域活動部会創設（生活支援互助組織・登録許可不要の移送を伴う生活支援一体型サービス実施計画）

『木沢ボランティアタクシー』行先緩和

いき100歳体操 45会場

いき100歳体操 50会場

いき100歳体操 21会場

いき100歳体操 51会場

サロン/いき100会場座談会

いきいき100歳体操 11会場

いき100会場にて
フレイルチェック導入

フレイルサポ―タ―１期生 29名

※令和５年度度末までに150名の養成目標

地方創生交付金事業
フレイル予防推進
サポーター養成研修 案内/連携

相生延野多世代交流拠点整備

木頭北川多世代交流拠点整備

全国移送ネット互助移送研修会（協議体）

古屋谷買い物ツアー

古屋谷移動販売（いき100・商店・商工会・社協）

木頭北川買い物ツアー

福祉有償運送大臣認定講習
インストラクター講習受講

全国移送ネット互助移送勉強会（行政・一般）

日常生活総合事業『訪問B・D一体型サービス活動団体補助事業』提言 ⇒ 令和４年度創設

日常生活総合事業『通所B型サービス』
地域の茶の間（ご近助デイ）
モデル実施（案）

八王子式：許可登録不要の家事支援一体型の
移送支援のしくみを町内全域へ拡大

連
携

連動

立上
支援

相生延野多世代交流拠点閉鎖

連
携

連
携

第１層（全域）協議体のメインテーマを移動買い物に設定

連携

連動

介護福祉タクシーこだまサービス開始

福祉有償運送大臣認定講習開講 支援団体25名養成

移動販売拡充（いき100・商店・商工会・社協等）

各地区生活支援団体設立目標 10団体（小地区の生活支援互助組織・有償ボラ）

大阪太子町『訪問D型サービス』オンライン研修会 阿南市『通所B型サービス』研修会

見守り型配食事業の推進

全国移送ネット互助移送オンライン勉強会（協議体）

サロン支援目標 60会場

団体補助・加算で後押し
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山林田畑などの環境維持（山林間伐・草刈りなど） 76%

屋外の掃除、片づけ、簡単な補修 65%

移動に関すること
（例：買い物・通院薬局・会や集まり・銀行・墓参りな
ど）

65%

布団干し 64%

地域の会や出役の代行 63%

公共機関での手続きや必要な書類などの確認 61%

買い物に関すること
（例：付添い・購入依頼・自宅までの運搬など）

60%

庭の手入れ（花木の水やり、草抜き、刈こみなど） 59%

自宅内の窓ふき、掃除、片づけ、簡単な補修 58%

電球（灯）やクーラーのフィルターなど高所交換 56%

日々の見守りや安否確認(一人で過ごす不安や心配)、
病気の時の看病など

56%

食事に関すること
（例：食材購入・下ごしらえ・調理・片づけなど）

56%

話し相手 54%

お墓の掃除 54%

電気機器などの操作方法の確認や相談 54%

ゴミ出しに関すること（例：分別・捨て場への運搬など） 54%

雨戸の開け閉め 51%

近所の人が交流できる機会やつどいの場所がない
または行けない

48%

サークル活動や趣味、好きなことなどの集まりがない
または行けない

40%

預貯金や所有資産などの管理 38%

普段のくらしの困りごと20項目の回答ランキング
３択（困っている・近い将来困りそう・困っていない、困らない）
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人数 構成比

25 31.3%

13 16.3%

9 11.3%

10 12.5%

14 17.5%

9 11.3%

80 100.0%

無回答

合計

思わない

わからない

ガソリン代などの実費程度の費用負担で、買い物・通
院・各種会合や集まり・銀行・墓参りなど日常的な移
動について、地域助け合い型の送迎サービスがあれ
ば利用したいですか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

人数 構成比

33 41.3%

18 22.5%

5 6.3%

2 2.5%

13 16.3%

9 11.3%

80 100.0%

無回答

合計

思わない

わからない

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて、自分が無
理なくできる範囲で助け合いの担い手になっても良いと思
いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

ふだんのくらしの
ちょっとした困りごとアンケート
内容（一部抜粋）

助け合いのしくみが必要 82.6％

助け合いの担い手になっても良い63.8％

人数 構成比

53 66.3%

13 16.3%

2 2.5%

3 3.8%

3 3.8%

6 7.5%

80 100.0%

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて住民同士の
助け合いのしくみが必要だと思いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

合計

人数 構成比

53 66.3%

13 16.3%

2 2.5%

3 3.8%

3 3.8%

6 7.5%

80 100.0%

ふだんの暮らしのちょっとした困りごとについて住民同士の
助け合いのしくみが必要だと思いますか？

選択項目

思う

やや思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

合計

地域助け合い型の送迎サービスが必要

47.6％



小中学生と高齢者宅を訪問調査
（2018年夏～毎年地区を変え、今年で5年経過した活動）

くらしの困りごとや想いは
アンケートや改まった質問よりも自然な会話の中に。
子どもの力は超絶大！



ご近助サポーター 活動

き ん じ ょ

互いに・近くで・助けあう
支えあいのまちづくり

30分100円サービス
例 ★ゴミだし支援

那賀町主体 / 社協委託 / 住民登録者 ４０名

60分200円サービス
例 ★家事支援
（一緒に行う掃除）
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２０１９年時点の訪問型サービスＢ ご近助サポーター事業



生活支援木沢おたすけ隊 活動

き ん じ ょ

木沢住民の声でつくられた
より身近な問題に迅速に
対処するためのしくみ

有償ボランティアが木沢住民の
困りごとをお手伝い！

「困ったときはお互いさま」
一緒に作業することで

地域のつながりづくりにも。

平成26年４月～
木沢地区で実施

令和３年度実績
実ドライバー 2名
実利用者 28名
延べ利用回数 398回

令和元年9月立ち上げ会 令和2年1月発足/7月総会

農作業おたすけ

社協と連携した独居
高齢者の見守り配食事業

お助け隊チラシ

住民による生活支援団体 令和２年１月発足

35名

おたすけ会員による
閉校した小学校の清掃



き ん じ ょ

令和２年10月立ち上げ会

お助け隊チラシ

柚子収穫おたすけ

ワクチン予約おたすけ

粗大ごみ運搬

休耕田や庭の草刈りや草引き

お墓や石碑掃除

生活支援延野おたすけ隊 活動
住民による生活支援団体(相生地区） 令和３年４月発足

生活支援ボランティア
の声でつくられた
生活支援組織

若い世代も参画し
多世代で地域の
つながりづくり！

30名

写真データの整理

病院やつどい場への送迎

家屋水漏れ
対応



き ん じ ょ

2022.3月チラシ制作・地域配布

徳島新聞2022/1/28

2020/8/4 高知県香美市
土佐山田買い物外出支援

高齢者の居場所
多世代交流拠点

生活支援チームあかいも 活動
住民による生活支援団体 平成30年２月発足 / 生活支援実施 令和4年3月 つどいの場・配食・生活支援の

一体的活動
人と人のつながりの場づくりや栄養
のとれた食事の配達、在宅生活の支
援等の取り組みを通じて、少しでも
生きやすい地域づくりに取り組んで
います。

徳島新聞2020/8/8

生活支援実施に関する検討会

多様な活動
「ゴミ拾い散歩」企画実施

団体独自に運転者講習実施
車両を活用した生活支援を実施する予定の会
員に対し、代表がインストラクターとして、
座学及び実地講習を実施。



き ん じ ょ

生活支援チームあかいも 活動
住民による生活支援団体 ボランティア会員 17名 つどいの場・配食・生活支援の

一体的活動
人と人のつながりの場づくりや栄養
のとれた食事の配達、在宅生活の支
援等の取り組みを通じて、少しでも
生きやすい地域づくりに取り組んで
います。

お墓掃除 通院や買い物への送迎支援

生活支援の記録簿 利用者確認サイン（押印）の様子

生活支援団体運営のサロン
「ワカイシしめ縄の編み方継承講座」
※チームあかいも運営サロンは７会場
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2021.3.5

より良い総合事業訪問B事業の構築に向けた

オンライン勉強会（行政・社協）

アドバイザーにご助言をいただき、総合事業を活用し

た生活支援及び移動支援について学び、制度設計を検

討しました。

東京八王子市の総合事業訪問Bをベースに那賀町アレ

ンジで制度を構築することに決めた。
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訪問型B（家事援助一体型）生活支援団体補助事業

令和４年度４月施行（5/1補助団体決定通知交付）

B型・D型は要支援者等個人に対す
るサービスの提供ではなく、
団体に対して補助を行う事業

生活支援団体補助事業の主たる目的
利用者・担い手双方の

介護予防・社会参加！！

チームあかいも

上那賀おたすけ隊
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生活支援団体５団体が運営する
高齢者の通いの場

（もともとは小地域独自の集まり
健康体操やゲートボールなど）

⇓ 加算による補助

3１か所 が定期的なサロン実施へ

（おしゃべり会・食事会・多世代交流・各種
研修や講座、イベント実施）

交流楽しみの場や学びの場、活動が活発に

各地域の課題に対して
生活支援の支え手や支えられ手にのみならず、

開かれた活動として地域住民が参画し
課題解決に向けた取り組みを住民総活躍で行う
（子ども・若年世代・元気高齢者・要介護者等）

⇓
介護予防・社会参加
地域への愛着

顔の見える関係づくり
地域課題意識の醸成
といった働きがある

（一部抜粋）
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●車両を活用した生活支援（日常生活上必要不可欠な外出）
サービス

（１）本事業における移動支援の目的
外出を促進することで介護予防につなげることが本事業における移動支援の目的です。
＝福祉的な施策という意味
外出意欲を高め、外出しやすい環境をつくるためには、生活支援と一体的に実施する
こと、顔の見える関係で相談できることなどが重要です。既存のタクシーによって実
施することは難しいと思われます。

（２）タクシーの利用者が生活支援に流れることについて
タクシーの利用者が生活支援を利用するようになることも予想されます。
しかし、今後も運転免許の返納や一人暮らし高齢者の増加などにより移動に困難を抱
える人は増加していきます。すべてを地域住民の互助や生活支援だけでそれを支える
のは困難です。ニーズの総量が増えていく以上、そのニーズに合わせたサービスを展
開すれば、公共交通やタクシーも利用者は増えていくはずです。
（公共交通やタクシーの利用が減るとすれば、現代のニーズに合っていない）

地域のくらしの足となる移動の保障をするのは行政の責任であり、町もタクシーの活
用には積極的です。利用者を取られるといった考えではなく、運転に不安を抱えなが
らマイカーを運転している人が免許を返納しても、安心して暮らし続けることができ
るための移動サービスを運輸局や公共交通事業者も一緒に考えていくべきではないで
しょうか。



車両を活用した生活支援（日常生活上必要不可欠な外出）サービス優先順位の考え方

基本理念：「交通手段の確保ができない為に、生活（買物・通院等）
に支障をきたす、高齢者の在宅生活の継続・自立支援の為の生活支援『外出』サービス」

路線バス

タクシー

家族・友人運転

運転

外出支援
サービス

・自身で安全運転が困難（元々運転をしない、免許返納、加齢や病気等身体の変化）
などの場合は、他者の支援による外出方法を検討

・家族、友人等の外出協力が難しい場合は、バス利用を検討

・路線バス時刻表（行き・帰り）の把握
・自宅からバス停までの移動や乗降が困難、複数回の乗り換えや長時間乗車が困難
バス停から目的地までの移動が困難な場合は、タクシー利用を検討

・タクシーの予約、利用したいときに利用できない、身体や経済的理由で利用が難しい
場合は、他の各種タクシーを検討

・車両を活用した生活支援サービスの立上げ（ニーズ調査、組織立ち上げ、運営）
※導入支援は生活支援コーディネーター及び協議体を活用いただき、活動団体へサービス導
入・利用時のポイントに関する理解を深め、必要に応じて公共交通につなぐ支援も。

自
分
・
家
族
・
友
人

公
共
交
通

支
え
合
い

ボラタク・
福祉タクシー

・ボランティアタクシー、福祉、介護タクシーの予約、利用したいときに利用できない
タクシーで行く場所ではない（地域のつどい場等近い圏域の移動）場合、
住民主体の車両を活用した生活支援サービスを検討

家族が遠方に住んでいる
友人知人も困っている

近距離の社会参加の場などへの移動に利用されていない



下流地域上流地域

鷲敷地域上那賀地域木頭地域 相生地域

木沢地域

町全域

旧町村
（地域） 地区

（旧小学校圏域） 小地区（旧村）

（折宇・北川） （助・出原・和無田
南宇・西宇）

（木頭・坂洲・当山・出羽
木頭名・阿津江・沢谷・岩倉
川成・小畠・横谷・掛盤
高野・小泉・寺内）

（拝宮・菖蒲・檜曽根・長安
小浜・臼ヶ谷・桜谷・水崎
音谷・古屋・大戸・小計
深森・川俣・日真、東尾

（平谷、成瀬、府殿、丈ケ谷
御所谷、大殿、白石）

（海川全域）

（西納・相名・内山
竹ヶ谷・請ノ谷）

（谷内・平野・馬路
井ノ谷・榎谷）

（延野・牛輪・鮎川
朝生・簗ノ上・入野）

（朴野・蔭谷・花瀬
日浦・横石・大久保

（吉野・鉢・雄（舞ヶ谷・向原）

（中山全域）

（和食・和食郷・土佐）

（小仁宇・仁宇・阿井・
百合・百合谷）

第１層
協議体

第２層
協議体

木頭西部
地区

木頭東部
地区 上那賀西部

地区

上那賀中部
地区

上那賀東部
地区

木沢全域

相生北部
地区

相生東部
地区

相生中部
地区

相生西部
地区

相生南部
地区

鷲敷西部
地区

鷲敷中部
地区

鷲敷東部
地区

集落 地縁的隣組
（連絡員・班・組）

宗教的講組 同族
（血縁・非血縁）

世帯
（家）

個人

木沢おたすけ隊

チームあかいも

上那賀おたすけ隊

延野
おたすけ隊 鷲敷西部おたすけ隊

生活支援団体設置

第 ３ 層 協 議 体

2層協議体圏域

団体立上げ検討調整中

那賀町協議体の体制図

コロナを経験し、ZOOMオンラインでつながり意見交換

第０層「福祉関係者連絡会」（社協・福祉課・包括）
第１層SC（町全域/社協委託専任１名兼任１名）協議体23人
第２層SC（旧町村５地区：社協支所長５名）
第３層SC（助けあいコーディネーター 生活支援５団体 36名）
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『できること』をつないで、みんなでつくる「安心感」
「“お互いさま”の言葉が飛び交う、地域共生社会の実現を目指して」

● 経緯・地域の課題

● 取組内容・効果

● 今 後 の 展 望

那賀町最大の課題である買い物、移動困難者を公共交通だけに頼らず、官民一丸となって解決するために、住民
による住民のための移動手段を活発に那賀町全域で進めていきたい。現在生活支援５団体の互助組織のしくみや
実績を基に支援の輪を町全域に拡げていきたい。
町内で移送支援を広く推進実施するにあたって、道路運送法に抵触する、いわゆる白タク行為を誘発しないため
にも、令和４年度に施行される補助制度の活用を住民に推進する。また、生活支援団体の構築推進、安心安全な
移送支援を町全域で推進するためにも、交通事故及び車両を活用した生活支援にかかる事故防止に関する知識を
習得する必要があることを合わせて今後も、推進し町内全域で意識の醸成を図りたい。

高齢者等の暮らしを支える「生活支援」
当たり前に行われてきた近所の助けあい。かえってお返しが高額になってしまったり、気兼ねし

てお願いや相談がしづらい状況にある高齢者等が多い現実がありました。近所の助けあいが長く続
いていけば良いと“時代に合わせたちょこっと有償のしくみ”を創出。住み慣れた地域で生活してい
く上で、お互いにちょっと手を差しのべ合って、少しでも生きやすい地域にしこう！と、町内各地
で連携しながら、地域ぐるみの生活支援が盛んに取り組まれています。
令和４年８月現在、住民協議体に加入する町内の生活支援団体は、5地区５団体、登録ボランティア総数は150名超。
※現在、立ち上げ準備中（１地区２団体）

家事支援一体型の送迎（全地区生活支援団体で実施）
各団体では、車両を使う生活支援も家事支援も一律の料金設定のしくみ
として運用。道路運送法における許可又は登録を要しない運送の範囲内
で実施しています。

コロナ禍における支援（相生地区延野おたすけ隊）
電子機器やPC操作に慣れている若い世代が中心となり、ワクチン
接種の電話やネット予約が困難で手助けが必要な高齢者の予約を
無償で実施した。

人口約7700人、高齢化率50％を超える那賀町では、主として高齢者を取り巻く生活環境には様々な課題が山積しています。そ
の中で、平成29年より生活支援体制整備事業に着手、30年には住民協議体の発足。「いつまでも ふるさとで すこやかに」を
合言葉に、古き良きお互い様精神や助けあい文化の復興と捉え、自分たちの地域は自分たちで良くしようという住民主体の地域
づくり活動の輪が拡がっています。生活支援の組織化や移動手段の確保、買い物支援は地域ぐるみで取り組んでおり、今期で５
年目を迎える地域の地道な活動の一例です。

つどいの場・配食・
生活支援の一体的活動

（木頭地区チームあかいも）
人と人のつながりの場づくりや
栄養のとれた食事の配達、在宅
生活の支援等の取り組みを通じ
て、少しでも生きやすい地域づ

くりに取り組んでいます。

社協と連携した見守り型配食
（木沢地区木沢おたすけ隊）
配食事業が無かった地域で一人暮らし高齢者を対象とした見守り型配食を
開始した。社協が運営するデイサービスで作ったお弁当をおたすけ隊会員
が配達し、体調確認やお話相手として支援しています。

国交省大臣認定福祉有償運送運転者講習（町全域）
那賀町の移送支援を実施している団体や移送支援を検討する５団体の会
員、希望者25名を対象に移送支援の担い手を養成。また、今後、町内で
移送団体の立ち上げや移送支援実施の際、運転講習を町内で随時実施で
きるよう、25名にはインストラクター運転者養成講習を合わせて実施。
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2019.6.21 谷山川俣地区住民主体の買い物ツアー
⇒2021.10月現在町内5地区で実施中
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2019.7月 谷山川俣地区移動販売（地域×商店×商工会×社協）

2020.2月
鳥取県へ

移動販売視察
（商工会×商店×社協）
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町内移動販売（食品/日用品）2022年9月現在状況

折坂商店
（上那賀・木沢・木頭）

セブンイレブン
（鷲敷・相生・上那賀・木沢・木頭）

那賀町障がい者小規模共同作業所
＆地域おこし協力隊（相生平野地区） とくし丸

（鷲敷中山地区・鷲敷西部地区）

新
規
５
地
区
つ
な
ぐ
支
援

新
規
６
地
区
つ
な
ぐ
支
援

移
動
販
売
打
診
・
連
携

移
動
販
売
車
貸
出

社協

商工会
ガソリン代補助制度

R3年創設！

新
規
７
地
区
つ
な
ぐ
支
援



那賀町旧鷲敷町（西部地区）活動紹介

1.生活支援 サポート結

2.鷲敷西部コミュニティ推進協議会

地域活動部 生活支援団体 「鷲敷西部おたすけ隊」
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鷲敷西部地区出身

行政OB / 地域団体 3年目

生活支援団体「鷲敷西部おたすけ隊」代表 青木 紀男
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鷲敷地区の概要 （令和４年５月末現在）

西部地区人口
979名

65歳以上人口
400名

高齢化率
40．85％
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2019.1.27

「住民主体の移動支援を考える勉強会」

NPO法人全国移動ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸ主催

第一層協議体メンバーで南あわじ市視察研修

研修後は南あわじ観光で楽しみも忘れません。

2019.2.21
「住民主体の移動支援会議」
那賀町元気な地域づくりネットワーク会

NPO法人全国移動ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸ
副理事長もアドバイザーとして出席
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2021.2.18

大阪太子町社協オンライン講演会

総合事業D型サービスについて

2021.2.28

四国地区移動サービスネットワーク

オンライン交流学習会
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2021年 12月9～10日
国交省大臣認定福祉有償運送運転者講習（町全域）
那賀町の移送支援を実施している団体や移送支援を検討する５団体の会員、希望者
25名を対象に移送支援の担い手を養成。また、今後、町内で移送団体の立ち上げや
移送支援実施の際、運転講習を町内で随時実施できるよう、25名にはインストラク
ター運転者養成講習を合わせて実施。



き ん じ ょ

生活支援サポート結から
鷲敷西部おたすけ隊へ

有志住民の
声でつくられた

コミュニティ圏域の
生活支援組織
別団体では
移送支援にも

取り組んでいます！

団体設立に向けた生活支援モデル実施
（庭の草刈り草引き剪定おたすけ）

ふすま貼り

病院や買い物送迎

R2.８月生活支援サポート結 発足式R2.８月こどもおたすけ隊派遣

令和２年10月
鷲敷西部おたすけ隊立ち上げ検討会

お助け隊チラシ 令和３年4月発足
14名



家事支援一体型のしくみ構築＆組織での移送支援活動が評価、支持
那賀町議会にて「2021年議会表彰」３団体受賞



取り組みの上で大切にしていること
福祉/那賀町社会福祉協議会とは

那賀町…那賀町に住む
社会 …みんなの
福祉 …普段の（普通の）暮らしの幸せを
協議会…集まって相談するまとまり（組織）

ふだんの（ふつうの）
くらしの
しあわせ

ふ…
く…
し…

「いつまでも ふるさとで すこやかに」
暮らすことがしあわせ！を応援するのがSC/協議体ミッション!!
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質問・疑問・ご意見

那賀町社会福祉協議会
Tel:0884-64-0026

nakasyakyo.kamei@gmail.com

亀井まで
ご連絡お願いします

tel:0884-64-0026
mailto:nakasyakyo.kamei@gmail.com

